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{要約]明治 9 (1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス (ChristianJ acob Ermerins : 
亜爾蔑聯斯または越伝蔑噂斯と記す， 1841-1879) による講義録， w原病墜各論 巻七』の原文の一部を紹介し，
その全現代語訳文と解説を加え，現代医学と比較検討し，また，一部では，歴史的変遷，時代背景についても言
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その後， 1960年代に， Sun and Shayによる『バラン
ス説(胃壁への攻撃因子とそれを防衛する因子の平衡
がくずれ，攻撃因子が相対的に増加した状態)~が提唱
された. じかし，最近では， 1983年， Warren and 
Marshallによって発見された， らせん菌の一種である
ピロリ菌 (Helicobacterpylori)感染の関与説が脚光
をあびている 1-3， 17) 
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ン酸 (CH3CH=CHCOOH) を含み， これは腸内でグリ
セリンを作り，峻下剤として利用された5) また， rブー
シ-J は『ブジー (Bougie)~ のことで， これには，消
息用と拡張用があったという.ここでは，拡張用ブジー
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る，輪状の『内紅門括約筋(m.sphincter ani internus) ~ 







































































































































して使用された10) また 「硫黄花Jは『硫黄華 (Flower
of Sulfur， Sublimed sulfur)) ~を指し， これは，天
然産硫黄を昇華したもので， W粗製硫黄』ともいう 11)
また， I大黄Jはタデ科植物の『ダイオウ (Rheum
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